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1. はじめに 
 2014年10月7日に打ち上げられた静止気象衛星
「ひまわり8号」は2015年7月7日に定常運用に移
行した。「ひまわり8号」は従来機と比べ、観測波
長帯数が5バンドから16バンド、赤外の空間分解
能が4kmから2kmに、全球の観測時間が30分から
10分にそれぞれ機能が向上している(表-1)。また
日本周辺域では2分半毎に観測が行われている1)。 

 本研究では「ひまわり8号」の観測値より輝度
温度を算出し、日本の主要都市の地表面温度とそ
の広がりの比較を夜間において行った。「ひまわ
り8号」が捉えた都市域における輝度温度の空間
的広がりを高次多項式により近似(傾向面分析)

することで各都市の熱環境の夜間での特徴を見
出すことが出来た。 
 

2. 使用データ 
 日本列島が広く晴天域となった2015年12月8日
午前1時観測の「ひまわり8号」データ(図-1)を使
用して調査を行った。およそ深夜の間、東京、名
古屋、大阪、福岡にほぼ雲が無いことを確認した。
その後、各都市を中心に約80km四方の領域（経度
方向45’,緯度方向40’）を分解能約1kmで幾何補正
処理した。 

 また国土地理院が公開している国土数値情報
土地利用細分メッシュデータから市街域を抽出
し参照した。メッシュデータのサイズは約100m

のため、多数決フィルタ(50%以上の占有率に設
定)によりサイズを1kmに調整した後、建物用地
(住宅地・市街域等で建物が密集している)で代表
されるメッシュを市街域とした。 

  

3.地表面温度推定 

「ひまわり8号」AHIが観測した熱赤外データ

DN(Digital Number)値は以下の手順で放射輝度(I)、

輝度温度(Tb)に変換できる。気象庁より提供され

る各係数を表-2に示す2)。 

 

I = gain × DN + offset             ⋯ (1) 
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図-1 ひまわり8号の日本周辺域の熱画像 

2015年12月9日1:00(JST)、バンド14を使用 

 

表-1 ひまわり6/7号と8/9号の観測機能の比較           

 

表-1 観測波長帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-2 放射輝度および輝度温度への変換係数 

 
 

λ：中心波長 h：プランク定数 

c：光速度 k：ボルツマン定数 

Tb：輝度温度 c0，c1，c2：補正係数（表-1 参照）   
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4. 都市の熱環境                              

 「ひまわり8号」に搭載されたセンサAHIは8～
16μの観測波長帯域に6バンド(バンド11～16)を
有している。その中でバンド14はLandsat/TMバン
ド6と同等な観測波長帯である。このデータから
以下の手順で都市の熱環境を把握した。 

(1)バンド14観測データを元に観測輝度温度を求
め、地表面温度分布を推定する。 

(2)市街域の地表面温度分布を, X,Y軸を緯度,経
度座標, Z軸を観測輝度温度として高次多項式に
より近似(傾向面分析)する3)。市街域に該当する
領域以外は全体の平均から標準偏差の2倍を引い
た地表面温度に代替することで冬場に観測しに
くい都市域の熱分布を視覚化できるように調整
を行った。 

図-2に各都市の傾向面分析結果、「ひまわり8号」
AHI/バンド14画像、土地利用メッシュを示す。 

                                 
5. 考察 
地表面温度分布情報に対して傾向面分析を行

うことで各都市の夜間の温度分布形状を表した。
3次多項式による近似結果は都市の持つ熱環境の
規模を示し、6 次多項式による近似結果からは都
市の詳細な温度分布が見て取れる。冬季の夜間で

は水域・森林域と都市域の温度関係が反転し水域
の温度が都市域よりも高くなることが確認され
た。その場合に傾向面分析を行うと都市域が作り
出す温度分布を明確に把握することが難しかっ
た。しかし、土地利用メッシュを用い都市域以外
に該当する領域をある値に置換することで都市
域の温度分布を明確に視覚化できた。 

今後の展望として冬季と夏季の温度差、分布傾
向の比較を検討している。 
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図-2 市街域の地表面温度分布（左から、6 次、3 次多項式近似結果、Band14、土地利用図) 
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3次 バンド 14 土地利用メッシュ 
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